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１０／１５平成１６年

（５０増）７７,６９５人　口
（１３増）３８,９５３　　男
（３７増）３８,７４２　　女
（５１増）３７,５２１世帯数

１０月１日現在　推計（前月比）
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現在の前原公園



　

市
内
の
小
規
模
企
業
者
に
対
し
、

経
営
に
必
要
な
事
業
資
金
を
融
資

あ
っ
旋
し
て
い
ま
す
。

〔
融
資
あ
っ
旋
額
〕
運
転
資
金
４
０

０
万
円
以
内
・
設
備
資
金
５
０
０
万

円
以
内
（
い
ず
れ
か
一
口
）

〔
償
還
期
間
〕
６
カ
月
間
の
据
置
期

間
を
含
め
て
、運
転
資
金
４
年
以
内
・

設
備
資
金
６
年
以
内

〔
融
資
利
率
〕
２
・
０
％
（
本
人
負

担
１
・
５
％
）

〔
対
象
要
件
〕
�
従
業
員
数
（
常
時

使
用
）
が　

人
以
下
（
商
業
・
サ
ー

２０

ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）
の
事
業
者
�

個
人
ま
た
は
法
人
の
代
表
者
が
市
内

に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

こ
と
�
都
内
で
１
年
以
上
同
一
事
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法

人
は
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
し

て
い
る
こ
と
�
す
で
に
納
期
の
経
過

し
た
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

（
法
人
の
代
表
者
含
む
）

　

市
内
の
小
規
模
企
業
者
に
対
し
、

長
期
か
つ
低
利
の
運
転
資
金
を
融
資

あ
っ
旋
し
て
い
ま
す
。

 〔
融
資
あ
っ
旋
額
〕７
０
０
万
円
以
内

〔
資
金
使
途
〕
運
転
資
金
の
み

〔
償
還
期
間
〕
１
年
間
の
据
置
期
間

を
含
め
て
７
年
以
内

〔
融
資
利
率
〕
２
・
０
％
（
本
人
負

担
１
・
０
％
※
据
置
期
間
中
は
本
人

負
担
な
し
）

〔
対
象
要
件
〕
�
か
ら
�
ま
で
は
、

小
口
事
業
資
金
と
同
様
�
申
し
込
み

時
直
近
３
カ
月
間
ま
た
は
申
し
込
み

時
直
近
１
年
間
の
生
産
額
ま
た
は
売

上
高
が
、
前
年
同
期
も
し
く
は
前
々

年
同
期
と
比
較
し
て
減
少
し
て
い
る

こ
と

※
そ
れ
ぞ
れ
の
融
資
あ
っ
旋
決
定
後
、

信
用
保
証
料
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま

す
。

※
現
在
、
狛
江
市
の
事
業
資
金
融
資

あ
っ
旋
を
償
還
中
の
方
も
、
借
り
換

え
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
か
ら
受
け
た

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
の
融

資
利
子
に
対
し
、
市
で
利
子
補
給
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
対
象
要
件
〕
�
最
近
１
年
以
上
市

内
で
事
業
を
営
み
、
６
カ
月
以
前
か

ら
狛
江
市
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受

け
、
経
営
改
善
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
�
従
業
員
が
５
人
以
下
の
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
、　

人
以
下
の
製
造
業
・

２０

そ
の
他
の
企
業
�
法
人
の
登
記
地
が

狛
江
市
で
あ
る
こ
と
（
個
人
は
狛
江

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と
）
�

す
で
に
納
期
の
経
過
し
た
市
税
を
完

納
し
て
い
る
こ
と

〔
利
子
補
給
補
助
率
〕
融
資
利
子
の

２
分
の
１
（
年
１
・
２
％
を
限
度
）

〔
利
子
補
給
補
助
期
間
〕
１
年
間

※
認
定
審
査
の
た
め
、
事
業
所
に
伺

い
調
査
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）
０
１
７

８
へ
。

広報こまえ　平成１６年（２００４年）１０月１５日　�
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
市
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

▽
樋
渡　

清
浩
さ
ん
（
岩
戸
北
三
丁

目
在
住
）

　

永
年
に
わ
た
り
各
分
野
に
お
い
て

市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
特
に
功
労

の
あ
っ
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
る

も
の
で
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

（
写
真
前
列
右
か
ら
）

▽
西
脇　

典
子
さ
ん
（
東
和
泉
三
丁

目
在
住
）
保
健
衛
生

▽
今
野　

義
子
さ
ん
（
中
和
泉
五
丁

目
在
住
）
社
会
福
祉

▽
中
前　

ト
モ
子
さ
ん
（
和
泉
本
町

三
丁
目
在
住
）
社
会
福
祉

▽
橋
井　

チ
エ
さ
ん
（
和
泉
本
町
一

丁
目
在
住
）
社
会
福
祉

▽
小
林　

登
美
子
さ
ん
（
和
泉
本
町

四
丁
目
在
住
）
消
防

（
写
真
後
列
右
か
ら
）

▽
岩
田　

か
ほ
る
さ
ん
（
西
野
川
一

丁
目
在
住
）
市
の
公
益

▽
名
古
屋　

武
男
さ
ん
（
中
和
泉
三

丁
目
在
住
）
社
会
福
祉

▽
間
鍋　

伸
一
さ
ん
（
駒
井
町
二
丁

目
在
住
）
消
防

▽
田
代　

實
さ
ん
（
中
和
泉
二
丁
目

在
住
）
文
化
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国
の
地
方
財
政
削
減
が
進
む
な
か
、

狛
江
市
が
自
立
し
た
魅
力
あ
る
都
市

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い

く
た
め
、
新
た
な
財
政
危
機
突
破
の

た
め
の
緊
急
行
動
計
画
を
策
定
・
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

説
明
と
、
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
に
、
市
長
と
語
る
会
を
開
催
し
ま

す
。

〔
日
時
・
会
場
〕
別
表
の
と
お
り

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

■「マルケイ」を利用する場合～申請から融資実行まで～�

商 工 会 �

国民生活金融公庫�

小 規 模 企 業 者 �

金 融 機 関 � ⑩返済�
⑦送金�

②面接調査・現地調査�
①借入相談・申し込み�

⑧利用�⑨自動�
　振替�
�
�

④貸付決定通知�⑥借入契約�

③審査�
　推薦�

⑤決定�
　通知�

■「小口」・「景気」を利用する場合～申請から融資実行まで～�

保証協会（基金協会）�

特 定 金 融 機 関 �

申 請 者 �

市�
⑥融資あっ旋決定通知�
⑤保証取得報告（可否）�
②保証取得手続�

⑥融資あっ旋�
　決定通知�

①申し込み� ③保証取�
　得手続�

④保証決定�

　（可否）�

⑦借入手続�
⑧融資実行�

〔特定金融機関一覧〕
▽みずほ銀行狛江支店
▽みずほ銀行成城南口支店
▽三井住友銀行喜多見支店
▽八千代銀行和泉多摩川支店
▽城南信用金庫狛江支店
▽さわやか信用金庫多摩川支店
▽さわやか信用金庫喜多見支店
▽東京都民銀行狛江支店
▽マインズ農業協同組合狛江支店
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会　場時　間月　日

中央公民館午後７時～９時１０月２０日�

上和泉地域センター午前１０時～正午１０月２４日�

岩戸地域センター午後７時～９時１１月４日�

野川地域センター午前１０時～正午１１月６日�

南部地域センター午後７時～９時１１月１０日�

あいとぴあセンター午後１時３０分
　　　～３時３０分１１月２１日�

市
民
功
労
者
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰
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■
小
口
事
業
資
金
（
略
称
・
小
口
）

■
景
気
対
策
事
業
特
別
支
援
資
金

（
略
称
・
景
気
）
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�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１０月１５日
　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税

１６

（
第
３
期
分
）、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
４
期
分
）、
介
護
保
険
料
（
第

４
期
分
）
は
、　

月
１
日
�
ま
で
に

１１

納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
夜
間
お
よ
び
日
曜
窓
口
が
変
更
に

な
り
ま
し
た

〔
夜
間
窓
口
〕
第
１
・
３
・
５
水
曜

日
の
午
後
７
時
ま
で
に
変
更

〔
日
曜
窓
口
〕
第
２
・
最
終
日
曜
日

の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま

３０

で
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除

く
）
に
変
更

※
水
道
料
金
、
粗
大
ご
み
手
数
料
な

ど
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
注

意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課　
　
　
　

■
老
齢
基
礎
年
金

　

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免

除
期
間
を
合
わ
せ
て
原
則　

年
以
上

２５

あ
る
方
が
、　

歳
に
な
っ
た
と
き
に

６５

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
希
望
に
よ
り　

歳
か
ら
繰

６０

り
上
げ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
中
の
け
が
や
病

気
で
、
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に

該
当
し
、
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た

し
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
ま
た
は
被

保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
死
亡
し
、
保

険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と

き
に
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
、
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た

は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
子
は　

歳
到
達
年
度
末

１８

日
ま
で
（
障
害
の
あ
る
子
は　

歳
に

２０

達
す
る
ま
で
）
に
あ
る
子
に
限
り
ま

す
。

■
寡
婦
年
金

　

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保
険

料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間

を
合
わ
せ
て　

年
以
上
あ
る
夫
が
、

２５

何
の
年
金
も
受
け
ず
に
死
亡
し
た
場

合
、　

年
以
上
の
婚
姻
関
係
が
あ
っ

１０

た
妻
に
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
間

６０

６５

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
死
亡
一
時
金

　

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保
険

料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
半
額
免
除

期
間
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
月
数

を
合
わ
せ
て　

月
以
上
あ
る
人
が
何

３６

の
年
金
も
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き

に
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
遺
族

（
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
）
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時

金
の
両
方
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

選
択
に
よ
り
ど
ち
ら
か
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
ま
た

は
府
中
社
会
保
険
事
務
所
�
０
４
２

（
３
６
１
）
１
０
１
１

　
　

月　

日
�
ま
で
、
窓
口
サ
ー
ビ

１０

２９

ス
向
上
の
た
め
、「
市
民
課
窓
口
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
回

収
箱
に
投
函
す
る
か
、
職
員
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
皆
さ

ん
に
「
介
護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」

を
発
送
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
４
・
５
・
６
月
分
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
確
認
と
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か

ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。

　
「
介
護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
名
」・「
給
付
費
サ
ー
ビ
ス
種
類
」・

「
利
用
者
負
担
額
」
を
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
が
発
行
し
た
領
収
書
の
内
容
と

合
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
利
用
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
く
ら
い
の
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
実

際
に
自
己
負
担
し
て
い
る
費
用
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

消
防
・
電
気
設
備
点
検
の
た
め
、

終
日
休
業
し
ま
す
。

〔
休
業
日
〕　

月　

日
�

１０

１９

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
就
学
時
健
康
診
断
を
通

学
区
域
内
の
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　

保
護
者
（
世
帯
主
）
の
方
に
就
学

時
健
康
診
断
通
知
書
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

実
施
日
に
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
来
年
度
第
二
小
学
校
と
第

七
小
学
校
が
統
合
さ
れ
ま
す
が
、
就

学
時
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
第
七
小

学
校
で
行
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら

１０

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

１１〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
対
象
〕
▽
来
年
小
学
校
に
入
学
す

る
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
▽
現
在
小

学
校
６
年
に
在
学
し
て
い
て
、
来
年

４
月
か
ら
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学

校
の
中
学
部
ま
た
は
市
立
中
学
校
の

心
身
障
害
学
級
へ
入
学
を
希
望
す
る

方
▽
現
在
通
常
の
学
級
に
在
学
し
て

い
て
、
市
立
小
・
中
学
校
の
心
身
障

害
学
級
へ
転
学
ま
た
は
通
級
学
級
へ

通
級
を
希
望
す
る
方

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
現
金
〕

東
京
狛
江
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
元

和
泉
１
―
８
）、
Ｔ
＆
Ｍ
ク
ラ
ブ
（
和

泉
本
町
３
―　

）、
い
ず
み
会

１４

〔
物
品
〕

狛
江
市
商
工
会
（
東
和
泉
１
―
３
）、

小
覚
む
つ
み
会
（
東
野
川
４
―　

）、
２８

栗
山
正
美
（
東
野
川
２
―　

）、
鎌

１５

谷
町
自
治
会
（
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区

鎌
谷
町
）

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
２
時
か

１０

２７

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
か

１０

２１

１０

ら〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

 
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

２２

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁

※
事
前
抽
選
に
よ
り　

人
ま
で
傍
聴

１５

可
。
審
議
案
件
の
照
会
は
、
都
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.m

etro.tokyo.jp

）で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、　

月　

日
�
（
消

１１

３０

印
有
効
）
ま
で
に
〒
１
６
３
―
８
０

０
１
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課
�
（
５
３
８
８
）
３
２
２
５
へ
。

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

狛
江
駅
北
口
地
下
駐
車
場

休
業
の
お
知
ら
せ

介
護
給
付
費
の
お
知
ら
せ

を
発
送
し
ま
す

�
第
１
６
７
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

国
民
年
金
の
種
類

�
狛
江
市
環
境
保
全
審
議
会

洗
濯　

つ
づ
き

　

明
治
三
十
年
代
の
初
め
に
は
、
狛

江
で
は
、
ま
だ
珍
し
か
っ
た
と
い
う

洗
濯
板
で
し
た
が
、
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
お
お

か
た
の
家
で
、
日
々
の
洗
濯
に
欠
か

せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

洗
濯
板
は
、
刻
み
目
を
片
面
に
細

か
く
入
れ
、
片
面
は
大
き
な
刻
み
目

に
し
た
り
し
て
、
そ
の
上
部
に
石
け

ん
を
置
く
た
め
の
窪
み
も
つ
け
て
あ

り
ま
し
た
。
や
せ
て
、
あ
ば
ら
骨
の

目
立
つ
胸
を
、「
ま
る
で
洗
濯
板
み
て

え
だ
」
な
ど
と
言
う
こ
と
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

洗
剤
に
は
、
棒
状
の
固
形
石
け
ん

も
あ
っ
て
、
必
要
な
だ
け
切
っ
て
は

使
い
ま
し
た
。
ひ
ど
く
汚
れ
た
も
の

は
、
荒
物
屋
な
ど
で
売
っ
て
い
た

ソ
ー
ダ
（
苛
性
ソ
ー
ダ
）
を
水
に
溶

か
し
て
し
ば
ら
く
つ
け
て
お
き
、
洗

う
こ
と
も
し
ま
し
た
。
石
け
ん
は
貴

重
な
の
で
安
い
ソ
ー
ダ
の
ほ
う
を
、

多
く
使
っ
た
と
い
う
家
も
あ
り
ま
す
。

　

石
け
ん
が
ひ
ろ
く
使
わ
れ
る
以
前

に
は
、
わ
ら
灰
や
木
灰
な
ど
を
桶
や

樽
に
入
れ
て
水
を
注
い
で
で
き
た
上

澄
み
、ア
ク（
灰
汁
）で
洗
っ
た
り
、米

の
と
ぎ
汁
・
う
ど
ん
の
ゆ
で
汁
な
ど

も
使
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ム
ク
レ
ン

ジ
（
ム
ク
ロ
ジ
）
の
黒
い
実
を
割
っ

て
水
に
つ
け
て
置
く
と
泡
が
立
つ
の

で
、
使
っ
て
も
み
ま
し
た
。 
盥 
に
汲

た
ら
い

ん
で
お
い
た
日
向
水
で
洗
う
だ
け
で
、

す
ま
せ
た
こ
と
も
結
構
あ
り
ま
す
。

戦
時
中
か
ら
戦
後
す
ぐ
の
こ
ろ
、
石

け
ん
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
か
っ

た
と
き
に
も
、
ア
ク
を
使
っ
て
洗
濯

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

洗
濯
物
の
干
し
方
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
決
め
ご
と
も
あ
り
ま
し
た
。
物

干
し
竿
に
は
年
長
の
男
性
の
も
の
か

ら
順
に
干
し
た
り
、
下
着
、
と
く
に

女
性
の
も
の
な
ど
は
、
人
目
に
つ
か

な
い
よ
う
な
物
陰
に
干
し
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
北
向
き
に
干
す
な
、
夜

干
し
を
し
て
は
い
け
な
い
と
も
。
死

者
の
着
物
を
北
向
き
に
夜
も
干
し
て

お
く
風
習
が
あ
っ
た
の
で
、
と
く
に

北
向
き
や
夜
干
し
を
す
る
こ
と
が
忌

ま
れ
た
の
で
す
。
オ
シ
メ
を
夜
干
し

に
す
る
と
赤
ん
坊
が
夜
泣
き
を
す
る
、

オ
シ
メ
で
も
何
で
も
夜
干
し
を
す
る

と
狐
だ
と
か
魔
性
の
も
の
が
た
か
る

な
ど
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

洗
濯
物
は
竿
の
元
、
太
い
方
か
ら

袖
な
ど
を
通
し
て
干
す
も
の
で
、
そ

れ
を
取
り
こ
む
時
に
は
、
か
な
ら
ず

元
の
方
へ
戻
し
て
抜
く
、
ウ
ラ
（
先
）

か
ら
抜
い
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、

取
り
こ
ん
だ
洗
濯
物
を
す
ぐ
に
着
る

場
合
で
も
、
一
度
た
た
ん
で
か
ら
着

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
な
ど
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
急
い

で
着
る
と
き
に
は
、
た
た
む
ま
ね
を

す
る
と
か
、「
た
た
ん
だ
よ
」
と
言
っ

て
か
ら
着
た
と
い
い
ま
す
。

　

洗
濯
を
す
る
の
を
控
え
る
日
も

あ
っ
て
、「
お 
朔
日 
と
十
五
日
に
は
洗

つ
い
た
ち

濯
す
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
、
よ
く

年
寄
り
が
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
日
は
、
と
り
わ
け
て
い
ね
い
に
、

家
の
神
様
を
ま
つ
る
日
で
も
あ
り
ま

し
た
。「
正
月
三
カ
日
と
盆
に
は
洗
濯

を
遠
慮
し
て
た
け
ど
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
洗
濯
物
が
ふ
え
た
の
で
、
そ

う
も
し
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
」
と
言

う
人
も
い
ま
し
た
。

　

い
ま
は
、
日
々
の
洗
濯
も
す
っ
か

り
様
変
わ
り

・

・

・

・

し
て
い
ま
す
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１２９－

�

��
�
�

��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�

�

�

����

����

市
民
課
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
を

来
年
の
小
学
校
入
学
予
定

者
の
健
康
診
断

心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子

さ
ん
の
就
学
・
転
学
相
談

■健康診断日程

受 付 時 間実施月日学　校　名

午後１時３０分～２時１１月９日�狛江第一小学校

午後１時～１時３０分１１月１７日�狛江第三小学校

午後１時４５分～２時１５分１１月１２日�狛江第五小学校

午後１時２０分～２時１０月２８日�狛江第六小学校

午後１時４５分～２時１５分１１月５日�狛江第七小学校

午後１時４０分～２時１１月４日�和泉小学校

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会



広報こまえ　平成１６年（２００４年）１０月１５日　�

〔
日
時
〕　

月
１
日
�
受
付
時
間
は

１１

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
４
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕　

月　

日
�
受
付
時
間
は

１１

１１

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３

１０

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
を
行
い
ま
す
。

〔
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
日
〕　

月　
１１

１６

日
�〔
判
定
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
〕

　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

１８タ
ー
〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時　

分
５０

〜
２
時　

分
※
受
付
開
始
１
時
間
前

５０

か
ら
１
階
健
康
課
で
整
理
券
を
配
布

〔
対
象
〕
生
後
３
〜　

カ
月
未
満
の

４８

乳
幼
児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

予
診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕　

月　

日
�
受
付
時
間
は

１１

１６

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分〔
会
場
〕

５０

５０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
学

生
・
生
徒
を
除
く　

歳
以
上
の
特
に

１５

検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
※
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

５
〜
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
に
つ
い
て
の
話
と

離
乳
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
協
力
で
、
受
講
中
は

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１７

２４

３１

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

■
育
児
学
級 教

　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

検
　
診

検
　
診�

検
　
診

検
　
診�

赤
ち
ゃ
ん
を
お

預
か
り
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ

い
。

〔
日
時
〕　

月
４
日
�
受
付
時
間
は

１１

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

家
に
こ
も
り
が
ち
な
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
、
時
に
は
外
に
出
て
、
歌

や
手
遊
び
・
お

し
ゃ
べ
り
な
ど

を
と
お
し
て
仲

間
づ
く
り
や
子

育
て
に
関
す
る

情
報
交
換
を
行

い
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕　

月
９
日
・　

日
・　

月

１１

３０

１２

　

日
（
毎
回
火
曜
日
・
全
３
回
）
午

２１前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１０
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
１
歳
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
〔
持
ち
物
〕

バ
ス
タ
オ
ル
〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１０

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１５１
１
８
１
へ
。

■
結
核
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮

影
）

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

■高齢者インフルエンザ予防接種実施医療機関
電話番号所　在　地医　療　機　関　名

（５４３８）２６５７和泉本町１－２－１０松本脳神経外科内科クリニック
（３４３０）２８１８和泉本町１－２－１３神保クリニック小児科
（３４８０）２３４９和泉本町１－６－１西川クリニック
（３４８９）３８５９和泉本町２－１６－５藤川医院
（３４８９）３８３０和泉本町３－３－１８岩瀬外科内科
（３４８９）２７５０和泉本町３－２３－１０近藤小児科
（３４３０）１０７０中和泉１－１－１石戸谷小児科
（３４３０）９９１１中和泉１－１－１かとうクリニック
（３４８９）７６７５中和泉１－１－１宮澤整形外科
（３４８０）５４１２中和泉１－４－９布施内科医院
（３４８８）６０５１中和泉５－１－２０かたやま内科クリニック
（３４８０）４１２２中和泉５－１０－１８松岡医院
（３４８９）３５７７中和泉５－２０－１１岩下医院
（３４８９）１７７１東和泉１－３－１４佐藤診療所
（３４８９）００１４東和泉１－２７－１０狛江医院
（３４３０）６１６２東和泉１－２９－１４長岡整形外科
（５４９７）１２３８東和泉３－３－９和泉多摩川クリニック
（３４３０）７１１６東和泉３－３－１５いずみたまがわ整形外科
（３４８９）２５５７猪方３－１８－１０野澤医院
（３４８９）６００５猪方３－２４－５小幡医院
（３４８０）８９０９猪方３－２５－３５向山外科
（３４８９）２４２５駒井町２－３－２０多摩内科クリニック
（３４３０）１２１４岩戸南１－４－１１一の橋内科皮フ科
（３４８９）３１９１岩戸南２－２－３東京多摩病院
（３４８９）８５６３岩戸南２－１１－９秋山医院
（３４８０）２０５１岩戸北２－１９－３岩戸診療所
（３４８０）１９３３岩戸北４－１６－１岡本診療所
（３４８９）１０３５東野川１－１３－７覚東近藤医院
（５７６１）３３８７東野川２－２０－５覚東耳鼻咽喉科医院
（５４３８）４８１１東野川２－２０－５西山整形外科
（３４３０）０２２２西野川１－１５－１９柏田内科クリニック
（３４８０）５５２０西野川４－４０－４水口内科皮フ科

〔期間〕１０月１５日�から１２月２８日�まで（休
診日は除く）
〔対象〕次のいずれかに該当し、接種を希望す
る市民�接種時６５歳以上の方�接種時６０歳か
ら６４歳までで、心臓、じん臓または呼吸器の機
能に障害を有する方（身体障害者手帳１級程度）
�接種時６０歳から６４歳までで、ヒト免疫不全

ウイルスによる免疫機能の障害を有する方
〔接種方法〕別表の「高齢者インフルエンザ予防接種実施医療機関」
に直接予約のうえ、接種を受けてください。接種回数は１回です。
〔費用〕２,２００円（生活保護の受給世帯員は無料）
〔持ち物〕保険証・身体障害者手帳等（生活保護の受給世帯員は受
給証明書）※発熱のある方、重篤な急性疾患にかかっている方、今
までにインフルエンザ予防接種によってアナフィラキシーを起こし
たことがある方等は、接種を受けることができません。接種を受け
る際は、かかりつけ医によく相談ください。また、医療機関に置い
てある説明書をよくお読みになり、接種を受けてください。

〔日常生活での予防方法〕
▽栄養と休養を十分にとりましょう。
▽人混みをなるべく避けるようにし
ましょう。
▽マスクを着用しま
しょう。
▽外出後は、手洗いとう
がいを心掛けましょう。
▽室内を適度な湿度、温
度に保ちましょう。
〔問い合わせ〕健康課�（３４８８）１１８１
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市
内
在
住
の
弁
護
士
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
法

律
知
識
の
向
上
と
問
題
解
決
の
手

助
け
を
目
的
と
し
て
、
４
月
か
ら

毎
月
１
回
「
市
民
法
律
講
座
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

相
続
、
お
金
の
貸
借
、
Ｄ
Ｖ
・

セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
、
近
隣

紛
争
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
問
題

等
日
常
生
活
で
の
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
、
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
て
、

弁
護
士
さ
ん
が
分
か
り
や
す
く
説

明
を
し
ま
す
。

〔
日
程
・
会
場
・
テ
ー
マ
・
講
師
〕

別
表
の
と
お
り

〔
時
間
〕
午
前　

時
か
ら
正
午
ま

１０

で〔
募
集
人
員
〕
各
回　

人
（
聞
き

５０

た
い
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

※
予
約
状
況
に
空
き
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
当
日
直
接
参
加
も
可
）。

〔
日
時
〕
平
成　

年
２
月
５
日
�

１７

午
前　

時
か
ら
正
午
ま
で（
予
定
）

１０

〔
定
員
〕
当
日
先
着　

人
受
け
付

２０

け
。
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
有
り
（
予

定
） 。

※
詳
し
い
募
集
内
容
は
別
途
広
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
相
談
会
と
講
座
の
受
け
付
け
は

別
に
な
り
ま
す
。
２
月
５
日
�
の

相
談
会
は
、
当
日
会
場
に
て
先
着

順
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ

い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産

業
生
活
課
へ
。

 ■市民法律講座・無料法律・外国人合同相談会開催予定

会　場講師・相談者等テ－マ・相談会内容開催区分日　程

４階特別会議室堀川　末子さんＤＶ・セクハラ・ストーカー講　座１０月１６日�

４階特別会議室堀川　日出輝さん相続と遺言の法律相談講　座１１月２０日�

４階特別会議室中村　裕二さん金銭の貸借と保証の法律相談講　座１２月１８日�

４階特別会議室小林　貞五さんマンションの法律相談講　座１月１５日�

エコルマホール
展示・多目的室弁護士・通訳者法律・外国人合同相談会相談会２月５日�

４階特別会議室高橋　英一さん近隣紛争の法律相談講　座３月５日�

　市民一人ひとりが、自らの健康に関心を持ち、

健康づくりを実践することができるヒントを見つ

ける手掛かりとなるように、毎年実施しています。

　あいとぴあセンター等で活動している、健康・

福祉の専門家およびボランティア団体が、皆さん

のお越しをお待ちしています。

��

▽栄養コーナー
▽子育て支援コーナー
▽子育てグループ紹介
▽福福バザー
▽ポンテ、麦の穂、ぱる、デイサービス、第
三福祉作業所作品展および販売など
▽訪問看護ステーションコーナー
▽歯科コーナー
※８０歳以上で自分の歯が２０本以
上ある方、むし歯のない親子（親
は治療中可）で当日会場にいらし
た方に健診のうえ表彰、粗品進呈します。
※福福バザー・子育て支援バザー出品のため
に協力をお願いします。バザー用品は前日ま
でに健康課へ持参ください。収益金は各福祉
作業所の運営資金、ユニセフ募金などにさせ
ていただきます。

�
健
康
増
進
室
コ
ー
ナ
ー

�
パ
ネ
ル
展
示

�
生
活
保
健
コ
ー
ナ
ー

�
犬
の
飼
い
方
教
室

��

▽犬の飼い方教室
〔時間〕午前１０時３０分～正午
※犬は連れて来ないでください。
予約不要

��
▽なんでも健康相談
▽くすりの相談
▽生活保健コーナー
▽地域ねこの会コーナー
▽食品衛生コーナー
▽赤十字奉仕団コーナー
▽むつみ会コーナー
▽福祉情報コーナー
▽健康増進室コーナー

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

〜
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
「
法
律
」

〜
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
「
法
律
」

を

勉

強

し

て

み

ま

せ

ん

か

〜

を

勉

強

し

て

み

ま

せ

ん

か

〜

■
無
料
法
律
・
外
国
人
合
同
相
談

会 ■
市
民
法
律
講
座

〔日時〕１０月２７日�午前１０時～午後３時

〔会場〕あいとぴあセンター

〔問い合わせ〕健康課�（３４８８）１１８１



〔
日
時
〕　

月
１
日
�
▽
セ
ミ
ナ
ー

１１

�
午
前　

時
〜
正
午
�
午
後
１
時
〜

１０

３
時
▽
相
談
会
午
後
３
時
〜
４
時　
３０

分
〔
内
容
〕
▽
セ
ミ
ナ
ー　

�
知
っ

て
お
き
た
い
パ
ー
ト
労
働
の
た
め
の

労
働
法
〜
労
働
契
約
、
労
働
時
間
、

賃
金
、
休
暇
な
ど
〜
�
ど
う
な
っ
て

る
の
！
パ
ー
ト
収

入
と
税
金
、
社
会

保
険
〜
雇
用
保

険
・
健
康
保
険
・

年
金
・
所
得
税
な
ど
〜
▽
相
談
会　

労
働
問
題
全
般
・
雇
用
保
険
・
年
金
・

健
康
保
険
・
税
金
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
※
職
業
紹
介
は
あ
り
ま
せ

ん
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
会
場
〕
エ

５０

コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・
多
目
的
室

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
ま
た
は
東
京
都
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
八
王
子
事
務
所
�
０
４

２
６
（　

）
０
２
７
８
へ
。

４３

〔
日
時
〕　

月
６
日
�
午
後
２
時
か

１１

ら
（
１
時　

分
開
場
）〔
会
場
〕
４
階

３０

特
別
会
議
室
〔
定
員
〕
先
着　

人
７０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

広報こまえ　平成１６年（２００４年）１０月１５日　�

お
知
ら
せ�

■
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
市
民
協
議
会
・
子
ど
も

未
来
会
議
合
同
発
表
会

　中世の武蔵・相模における普
遍的な墓制のひとつに、地下式
坑と呼ばれる墓があります。地
面に深さ２�近い竪穴を掘り、
その下部に遺体を葬る墓室を横
方向に掘り込んだものです。
　圦上遺跡で４基（写真）、田
中・寺前遺跡で２基、玉泉寺前
遺跡で６基、箕和田・北久保遺
跡で７基のほか、和泉遺跡、古
屋敷・相之原遺跡でも１基ずつ
見つかっており、市内各所に点
在する状況が分かってきました。
　地下式坑からは稀に副葬品と
考えられる遺物が出土すること

があり
ます。
圦上遺
跡の地
下式坑
からは、
嘉祐元
宝という１０５６年に宋で発行さ
れた銅銭が出土しました。宋で
使われていた銭が日本へもたら
され、さらに伝世された後副葬
されるため、銭の鋳造年代と地
下式坑が構築された年代には隔
たりがあります。中世の羽釜、
カワラケなどの出土事例から、
地下式坑はおおむね１４世紀か
ら１６世紀ごろに構築されたも
のが多いようです。
〔問い合わせ〕社会教育課

���������	�

　
「
通
所
介
護
」
サ
ー
ビ
ス
は
、
日

ご
ろ
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

方
や
一
人
で
い
る
こ
と
が
多
い
方

が
、
日
帰
り
で
施
設
等
に
通
い
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
趣
味
の
活

動
、食
事
、入
浴
等
を
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

外
出
す
る
こ
と
で
気
分
を
変
え

た
り
、
友
だ
ち
と
交
流
し
た
り
、

趣
味
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

は
り
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
ま
で
の
送
迎
や
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
入
浴

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
安
定
し
た
在

宅
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

サ
ー
ビ
ス
は
、
体
に
障
害
が
あ
る

方
が
、
介
護
老
人
保
健
施
設
や
医

療
機
関
に
通
い
、
医
師
の
指
示
に

基
づ
き
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法

士
か
ら
日
常
生
活
訓
練
を
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

在
宅
で
、
で
き
る
限
り
自
立
し
た

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
通
所
介
護
」サ
ー
ビ
ス
と
同
様

に
送
迎
・
食
事
・
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

サ
ー
ビ
ス

利
用
料
は
、
要
介
護
度
・
利
用
時

間
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
�
�
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〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時　

１０

３０

１０

３０

分
〜　

時
〔
会
場
〕
第
三
小
学
校

１１

〔
対
象
〕
小
学
生
を
対
象
に
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
〔
内
容
〕
▽
大
型
絵
本

「
き
ょ
だ
い
な
き
ょ
だ
い
な
」
▽
わ

ら
べ
う
た
▽
お
は
な

し
「
ひ
な
ど
り
と
ネ

コ
」
▽
折
り
紙
※
毎

週
土
曜
日
午
前　

時
１０

か
ら
午
後
４
時
ま
で

一
般
開
放
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
利
用
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

　

東
京
都
で
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で
生
活
で
き

る
よ
う
、「
養
育
家
庭
制
度
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

制
度
に
関
心
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
子
育
て
中
の
方
、
福
祉
に
関
心

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ

ど
ホ
ー
ル
（
東
急
世
田
谷
線
三
軒
茶

屋
駅
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
少
子
社
会

対
策
部
育
成
支
援
課
�（
５
３
２
０
）

４
１
３
５

　

東
京
都
が
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の

都
民
の
皆
さ
ん
の
就
業
を
支
援
す
る

た
め
に
設
置
し
た
、
仕
事
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
々
の
適
性
や

状
況
を
踏
ま
え
て
、
就
業
相
談
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
セ
ミ
ナ
ー
、
能
力

開
発
、
職
業
紹
介
な
ど
の
就
職
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

〔
利
用
時
間
〕
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
８
時
・
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
�
（
５
２
１
１
）
１
５
７
１

〔
日
時
〕　

月
１
日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

正
午
〔
会
場
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江

支
店
〔
定
員
〕
先
着　

人
６０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
�
武
蔵
府
中
青
色

申
告
会
�
０
４
２
（
３
６
２
）
８
４

６
６

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１０

３１

４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
太
田
�
（
３
４
８

９
）
２
６
３
７

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
正
午
か
ら〔
会

１１

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

　

勤
労
者
互
助
会
は
、
小
規
模
事
業

所
（
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満
）
に

お
勤
め
の
方
を
対
象
に
し
た
福
利
厚

生
事
業
を
実
施
す
る
団
体
で
す
。
結

婚
や
出
生
等
の
祝
金
を
は
じ
め
、
各

種
給
付
制
度
・
生

活
資
金
貸
付
制
度

等
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
ツ

ア
ー
・
観
劇
券
等

を
通
常
料
金
よ
り

安
い
価
格
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

〔
会
員
資
格
〕
市
内
の
小
規
模
事
業

所
に
在
勤
の
方
（
事
業
所
単
位
の
申

し
込
み
が
原
則
で
す
）・
市
外
の
小
規

模
事
業
所
に
在
勤
の
市
民
の
方
（
個

人
単
位
の
申
し
込
み
で
す
）〔
会
費

等
〕
会
員
１
人
に
つ
き
、
入
会
金
３

０
０
円
、
会
費
月
額
３
５
０
円
（　
７１

歳
以
上
月
額
３
０
０
円
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
（
勤

労
者
互
助
会
事
務
局
）

〔
資
格
〕
保
健
師
〔
期
間
〕　

月
か

１１

ら
〔
募
集
人
員
〕
若
干
名

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
若
葉
会
会
食
会

■
や
さ
し
い
消
費
税
説
明
会

■
知
っ
て
得
す
る
パ
ー
ト
の
基
礎
知

識
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会

■
狛
江
市
詩
吟
団
体
連
合
発
表
会

■
や
さ
き
や
ま
文
庫
お
は
な
し
会

■
養
育
家
庭
体
験
発
表
会

■
あ
な
た
の
し
ご
と
探
し
、
応
援
し

ま
す
〜
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
〜

■
狛
江
市
勤
労
者
互
助
会
会
員

募
　
集�

�

■
臨
時
職
員

　

９
月　

日
号
で
財
政
危
機
突
破

１５

の
た
め
の
「
緊
急
宣
言
」
を
行
い
、

平
成　

年
度
以
降
の
市
の
財
政
状

１６

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
平
成　

年
度
普
通
会
計

１５

決
算
の
結
果
を
「
狛
江
市
の
財
政

（
平
成　

年
度
版
）」と
し
て
分
か

１６

り
や
す
く
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

歳
入
、
歳
出
の
目
的
別
性
質
別

の
対
前
年
度
比
較
や
経
常
収
支
比

率
、
公
債
費
比
率
等
の
過
去
７
年

度
に
わ
た
る
推
移
を
表
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
歳
出
総
額
と
市
税

収
入
等
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
性
質
別
歳

出
構
成
、
公
債
費
、
市
債
残
高
、

基
金
残
高
の
推
移
等
を
グ
ラ
フ
化

し
て
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
の
各
財
政
指
数
の

　

市
中
で
の
位
置
付
け
を
示
す
と

２６と
も
に
、近
隣
市
や
類
似
団
体（
人

口
や
産
業
構
造
が
似
た
市
）
と
の

経
年
変
化
比
較
を
グ
ラ
フ
で
表
し

て
い
ま
す
。

　

市
財
政
の
現
状
を
把
握
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
１
部　

円
で
販

８０

売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
財
政
課

「
狛
江
市
の
財
政（
平
成　

年
度
版
）」を
発
行
し
ま
し
た

１６

�

�

�

�
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����������
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９
月　

日
�
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

１９

し
た
東
京
都
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
の
部
（
混
声
）

で
、
昨
年
に
引
き
続
き
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
年
は
参
加
出
場
校
の
数
の
関
係

か
ら
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課
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在
勤
の
男
女
〔
定
員
〕
１
０
０
歳
未

満
は　

組
、
１
０
０
歳
以
上
は　

組
、

２０

１４

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は　

人
、
女
子
シ

１０

ン
グ
ル
ス
は
８
人
〔
参
加
費
〕
１
人

１
�
５
０
０
円（
協
会
員
は
１
�
０

０
０
円
）〔
申
し
込
み
〕　

日
�
ま
で

１４

に
大
久
保
ス
ポ
ー
ツ
店
�
（
３
４
８

９
）
４
１
６
６
（
�
・
電
話
で
の
申

し
込
み
不
可
、
定
数
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
横
川
�
（
３
４
８

９
）
０
７
２
５

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
か

１１

２１

ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館
〔
対

象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
者
〔
試
合
方

法
〕
小
学
校
低
学
年
の
部
・
高
学
年

の
部
・
女
子
の
部
。
中
学
生
男
女
の

部
。
一
般
段
外
の
部
・
初
段
の
部
・

二
段
の
部
。
各
高
点
試
合〔
参
加
費
〕

３
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕　

月　

日

１０

２５

�
ま
で
に
体
育
協
会
�（
３
４
８
０
）

６
２
１
１
（　

日
�
を
除
く
平
日
の

２１

午
前　

時
〜
午
後
４
時
）

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
池
田
�
（
３
４
８

０
）
４
６
７
３

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
零
時　

１１

１４

３０

分
〜
４
時　

分
〔
会
場
〕
市
民
総
合

３０

体
育
館
〔
内
容
〕
ミ
ッ
ク
ス
団
体
戦

ほ
か
講
習
会
・
異
種
ダ
ン
ス
出
演

（
ジ
ャ
ズ
・
フ
ォ
ー
ク
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
）
あ
り
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在

勤
者
〔
参
加
費
〕
３
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
永
井
�

（
３
４
８
０
）
０
９
９
７
へ
。

〔
日
時
〕　

月
３
日

１１

�
午
前　

時
か
ら

１０

（
図
書
室
も
午
前

　

時
か
ら
開
室
）

１０〔
問
い
合
わ
せ
〕
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

１０

２４

３０

分
受
け
付
け
、　

時
対
局
開
始
、
午

１０

後
１
時　

分
終
了
予
定
〔
会
場
〕
中

３０

央
公
民
館
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在

勤
で
棋
力
が
級
位
の
方
（
有
段
者
は

不
可
）〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
競
技
方
法
〕
棋
力

５０

に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
内
で
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
。
成
績
優
秀
者
は
、
表
彰

お
よ
び
昇
級
審
査
対
象

〔
問
い
合
わ
せ
〕
日
本
棋
院
狛
江
支

部
・
金
浜
�（
３
４
８
０
）２
７
８
２

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
か

１１

２７

ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館
〔
対

象
〕
市
内
小
学
校
３
〜
６
年
生
、
中

学
校
１
〜
３
年
生
〔
チ
ー
ム
編
成
〕

選
手
４
〜
６
人
〔
申
し
込
み
〕
市
内

小
・
中
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
参
加

申
込
書
を
、　

月　

日
�
ま
で
に
、

１０

２９

各
学
校
へ
提
出

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

３１

１０

午
後
３
時
（
雨
天　

月
７
日
�
）〔
会

１１

場
〕
第
七
小
学
校
※
賞
品
は
地
元
新

鮮
野
菜
、
お
菓
子
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（　

日
�
を
除

２１

く
平
日
の
午
前　

時
〜
午
後
４
時
）

１０

〔
日
時
〕　

月　

日
�
（
予
備
日　

１１

２１

２８

日
�
）
組
み
合
わ
せ
抽
選
は
当
日
午

前
９
時　

分
、
試
合
開
始　

時
〔
会

３０

１０

場
〕
ペ
ア
の
合
計
年
齢
が
１
０
０
歳

未
満
の
部
と
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
元

和
泉
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
同
１
０

０
歳
以
上
の
部
と
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

は
東
野
川
市
民

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〔
対
象
〕
年
齢
別

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

ル
ス
は
市
内
在

住
・
在
勤
の
高
校
生
を
除
く
男
女
。

シ
ン
グ
ル
ス
は
市
内
在
住
・
在
学
・

�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１０月１５日

■
第　

回
狛
江
市
民
柔
道
大
会

２０

■
市
民
囲
碁
級
位
者
大
会
（
わ
か
ば

戦
大
会
） 催

　
し�

�

■
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
発
表

会

ス
ポ
ー
ツ�

 ■南部地域センター利用者発表会

内　　容種　類

（午前の部）居合道・フォークダンス・コー
ラス・マンドリンギター・ソシアルダンス
（午後の部）詩吟・舞踏・民謡

芸能発表会

水彩画・油絵・絵手紙・日本刺繍・書道・折
り紙（実演）作品展示

カレーライス・お菓子と飲み物軽食・喫茶
コーナー

焼きそば・地元野菜・ヨーヨー・食品・せん
べい・ポップコーン・廃棄図書無料配布出店

■
狛
江
市
青
少
年
育
成
委
員
会
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
大
会

■
市
民
ス
ポ
レ
ク
一
中
・
四
中
地
区

合
同
運
動
会

■
市
民
年
齢
別
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

■
狛
江
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
会

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕　

月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

１０

２７

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
幼
児
親

子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込
み
〕

３０

　

日
�
か
ら

１５■
や
き
い
も
会　
〔
日
時
〕　

月　
１０

３０

日
�
▽
乳
幼
児
午
前　

時
〜
正
午

１１

▽
小
学
生
午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

〔
申
し
込
み
〕　

日
�
か
ら
窓
口

１５

（
雨
天　

月
６
日
�
）

１１

■
ク
リ
ス
マ
ス
会
出
演
者
募
集　

　

月　

日
�
に
行
わ
れ
る
ク
リ
ス

１２

１８

マ
ス
会
に
向
け
て　

月
か
ら
み
ん

１１

な
で
ダ
ン
ス
、
合
奏
な
ど
を
練
習

し
ま
す
。

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン　
〔
日
時
〕　

月　
１０

２７

日
�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕

小
学
生
※
幼
児
も
可
（
保
護
者
同

伴
）〔
内
容
〕
仮
装
を
し
て
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
訪
問
し
ま
す
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
募
集
し
ま
す
。

衣
装
作
り
は　

日
�
〜　

日
�
午

２０

２６

後
３
時
か
ら
〔
申
し
込
み
〕　

日
１８

�
〜　

日
�

２５

■
た
ん
ぽ
ぽ
お
い
も
ほ
り　
〔
日

時
〕　

月　

日
�
午
前　

時　

分

１０

２７

１０

３０

〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親

１１

３０

子
〔
定
員
〕
１
０
０
組
〔
費
用
〕

２
株
３
４
０
円
〔
申
し
込
み
〕　
１５

日
�
か
ら
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
を
配

布■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕　

月　

日

１０

２１

�
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
雨
天

４０

１１

翌
日
）〔
持
ち
物
〕
着
替
え
・
タ
オ

ル
等
※
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い
服

装
で
。

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕　

月　

日

１０

２８

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

���������������������������������������������������������������������������������������������������

◎
駄
倉
保
育
園

　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

��������� �������� ��������	
���

　

東
京
都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
に
あ
る
二
ツ
塚
廃
棄
物
処
分
場
は
、

三
多
摩
地
域
広
域
処
分
組
合
が
管
理
し
て
お
り
、
狛
江
市
を
含
め
た

多
摩
地
域　

市
１
町
の
約
３
９
０
万
人
の
可
燃
ご
み
焼
却
灰
や
不
燃

２５

ご
み
を
日
の
出
町
の
協
力
を
得
な
が
ら
埋
め
立
て
処
分
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
か
ら
廃
棄
物
の
搬
入
が
始
ま
り
、
毎
日
５
０
０
〜
６
０

１０

０
ｔ
（
焼
却
灰
と
不
燃
ご
み
）
が
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
埋
め

立
て
区
域
全
体
の
３
分
の
１
が
す
で
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
お
り
、
あ

と
約　

年
で
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
場

１０

所
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
の
処
分
場
の
有
効

活
用
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
エ
コ

セ
メ
ン
ト
事
業
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

エ
コ
セ
メ
ン
ト
事
業
は
、
資
源
循
環
事
業
の
一
つ
で
、
今
ま
で
は

埋
め
立
て
て
い
た
焼
却
灰
を
、
セ
メ
ン
ト
化
し
て
再
利
用
す
る
も
の

で
す
。
エ
コ
セ
メ
ン
ト
は
平
成　

年
7
月
に
日
本
工
業
規
格
に
定
め

１４

ら
れ
お
り
、
普
通
の
セ
メ
ン
ト
と
比
べ
て
も
ほ
ぼ
同
等
の
品
質
を
持

ち
、
安
全
性
も
確
保
さ
れ
た
土
木
資
材
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
エ

コ
セ
メ
ン
ト
化
を
行
う
た
め
の
施
設
は
、
平
成　

年
４
月
の
稼
動
を

１８

目
指
し
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
稼
動
す
る
と
１
日
平
均
約
３

０
０
ｔ
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
化
で
き
、
埋
め
立
て
処
分
は
不
燃
ご

み
だ
け
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
二
ツ
塚
廃
棄
物
処
分
場
の
使
用

期
限
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
の

排
出
量
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
る
た
め
、
二
ツ
塚
廃
棄
物
処
分
場
へ

の
市
の
搬
入
量
は
、
平
成　

年
度
９
８
５
�
、　

年
度
８
０
３
�
と

１４

１５

前
年
度
比
約　

％
減
少
し
て
い
ま
す
。

１８

　

二
ツ
塚
廃
棄
物
処
分
場
を
、
長
く
利
用
す
る
た
め
に
、
エ
コ
セ
メ

ン
ト
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
み
の
減
量
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
「
ご
み
ゼ
ロ
に
向
け
て
」
は
最
終
回
で
す
）

��
��
��
��
��
��
��
	�
��

��
��
�

二ツ塚廃棄物処分場

エコセメント事業の
シンボルマーク「エコタロー」



広報こまえ　平成１６年（２００４年）１０月１５日　�

〔
日
時
〕
毎
月
第
１
・
２
・

３
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
〔
会
場
〕
根
川
地
区
セ

ン
タ
ー
〔
内
容
〕
プ
ロ
の
先
生
に
囲

碁
の
基
礎
指
導
を
受
け
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１０

　

日
�
ま
で
に
市
民
協
働
課
へ
。

２９〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
か

１１

１７

１０

ら
〔
内
容
〕
明
治
時
代
以
降
の
狛
江

の
歴
史
〔
講
師
〕
井
上
孝
さ
ん
（
狛

江
市
文
化
財
専
門
委
員
）〔
定
員
〕　
３０

人〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
へ
。

■
第　

回
い
べ
ん
と
西
河
原
実
行
委

１６

員
会　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７

１０

２７

時
か
ら
※
参
加
希
望
の
団
体
は
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

■
こ
ま
え
市
民
大
学
・
異
文
化
（
宗

教
）
講
座
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
知

る
〜
生
活
・
文
化
・
思
想
〜
」　
〔
日

時
〕　

月　

日
〜　

月　

日
（
毎
週

１１

２０

１２

１１

土
曜
日
・
全
４
回
）
午
後
２
時
〜
４

時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
講
師
〕

大
川
玲
子
さ
ん
（
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
）〔
定
員
〕　

人
〔
受
講

５０

料
〕
８
０
０
円

公
民
館�

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

�

�

�

�

������������������������������������������������

������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
一
環
と
し
て
、
不
用
に
な
っ
た
本

（
一
般
書
・
児
童
書
・
雑
誌
）
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月
６
日
�
・
７
日
�
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

１０

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

※
１
人　

冊
以
内
で
す
。
手
提
げ
袋
を
持
参
く
だ
さ
い
。
無
く
な
り
次
第

１０

終
了
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
図
書
館 
�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
教
養
コ
ー
ス　

「
西
河
原
公
民
館
郷
土
史
講
座
」　

〔
日
時
〕　

月
５
日
〜　

日
（
毎
週

１１

２６

金
曜
日
・
全
４
回
）
午
前　

時
〜
正

１０

午
〔
講
師
〕
井
上
孝
さ
ん
（
狛
江
市

文
化
財
専
門
委
員
）〔
対
象
〕
市
内
在

住
の
中
高
齢
者
〔
定
員
〕　

人
２０

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）
マ
ジ
ッ
ク

バ
ル
ー
ン
教
室　
〔
日
時
〕　

月　

日

１０

２１

�
・　

日
�
午
後
７
時
〜
９
時
〔
対

２８

象
〕
青
年
〔
参
加
費
〕
２
０
０
円

〔
講
師
〕
前
沢
潤
さ
ん
〔
申
し
込
み
〕

　

日
�
午
前
９
時
か
ら

１５■
い
き
い
き
広
場「
茶
道
に
挑
戦
」　

〔
日
時
〕　

月
６
日
�
午
後
１
時
〜

１１

２
時　

分
、
３
時
〜
４
時　

分
（
選

３０

３０

択
不
可
）〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生
〔
参
加
費
〕
２
０
０

円
〔
講
師
〕
狛
江

市
と
き
わ
婦
人
会

茶
道
部
〔
申
し
込

み
〕　

月　

日
�

１０

１８

午
前
９
時
か
ら

　

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
、
さ
ら
な
る

セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
ご
理
解
お
よ
び
会
員
の

交
流
等
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

無
料
の
自
転
車
点
検
・
刃
物
研
ぎ
、
ま
た
、

市
民
講
座
と
し
て
、
健
康
講
座
「
今
や
日
本

は
世
界
一
の
長
寿
社
会
」
を
午
前　

時
か
ら
、

１０

午
後
１
時
か
ら
は
樹
木
医
に
よ
る
園
芸
の
話

を
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

１０

２９

３０

〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば
・
中
央
公
民
館

※
午
前　

時
か
ら
先
着
３
０
０
人
に
福
引
き
大
会
抽
選
券
を
配
布
し
ま

１０

す
。
ま
た
、
こ
ん
に
ゃ
く
お
で
ん
・
２
種
類
の
酒
粕
か
ら
ブ
レ
ン
ド
し

た
究
極
の
甘
酒
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）

６
７
３
５ ��������������������������������

��������������������������������

��������������������������������

��������������������������������
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��������������������������������

��������������������������������

																																

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

��������������������������������

��������������������������������

��������������������������������

��������������������������������

��������������������������������

��������������������������������

��������������������������������

��������������������������������

																																



































��������������������������������

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

■
囲
碁
入
門
講
座

セ
ミ
ナ
ー�

■
狛
江
の
歴
史
講
座
２

■こまえ市民大学異文化（宗教）講座

内　 容月 日

世界に広まるイスラーム教徒
～中東・アジア・欧米～１１月２０日�

イスラームの信仰と世界観
～神（アッラー）からアダム・イエ
ス・ムハンマドへ～

１１月２７日�

イスラーム教徒の生活と文化
～ベール・断食・モスク～１２月４日�

イスラームの戦闘観
～「ジハード」の根源と歴史的展開～１２月１１日�

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■西河原カレッジ教養コース

内　 容月 日

享保
新田開発用水ほか１１月５日�

寛政
寛政の改革ほか１１月１２日�

文化文政
旅と楽しみほか１１月１９日�

天保
災害と農民ほか１１月２６日�

ホームページアドレス�
http://www.city.komae.tokyo.jp

専用はがき（市役所、各地域センター等）�
広聴FAX（3480）8080

　

狛
江
市
を
全
国
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
町

お
こ
し
と
し
て
、「
太
鼓
の
町
狛
江　

太
鼓
祭

り
」
は
い
か
が
で
す
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
「
狛
江
ら
し
さ
」
を
創
り
あ

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
巨
額
の
予

算
を
投
じ
る
こ
と
は
現
在
の
財
政
状
況
か
ら
困

難
な
の
で
、
市
民
文
化
・
平
和
・
国
際
交
流
な

ど
市
民
の
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
最
初
の
試
み
と
し

て
「
音
楽
の
街
―
狛
江
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

音
楽
を
選
ん
だ
の
は
、
音
楽
は
プ
レ
イ
ヤ
ー

だ
け
で
な
く
、
聴
く
側
の
人
々
を
含
め
た
ら
、

最
も
大
勢
の
市
民
が
参
加
で
き
る
分
野
で
あ
り
、

ま
た
、
映
画
や
演
劇
な
ど
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と

の
連
携
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
も

関
わ
れ
る
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
加
え
て
、
狛
江
で
は
、
学
校
や
市

民
の
音
楽
活
動
が
、
市
民
的
な
広
が
り
と
一
定

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、「
音
楽
の
街
―
狛
江
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
「
太
鼓
の
町
狛
江　

太

鼓
祭
り
」
は
、
太
鼓
の
音
が
響
き
渡
り
、
演
じ

る
人
た
ち
の
威
勢
よ
さ
か
ら
、
ま
ち
に
活
気
が

出
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
太
鼓
の
グ

ル
ー
プ
も
、
数
団
体
が
狛
江
で
育
っ
て
活
発
に

活
動
し
て
お
り
、「
市
民
ま
つ
り
」
へ
の
出
演
や
、

定
期
的
な
公
演
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
音
楽
の
街
―
狛
江
」
の
構
想
づ
く
り

の
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご
提
案

の
「
太
鼓
の
町
狛
江　

太
鼓
祭
り
」
に
つ
き
ま

し
て
も
、
併
せ
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

〔
ご
意
見
・
提
案
〕

〔
市
長
回
答
〕

◎
皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
一
部
を
要

約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

訂　
　
　

正

　

９
月　

日
号
掲
載
の
こ
ま
え
市

１５

民
大
学
「
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
日
本
、

日
本
人
」
の
第
３
回
講
師
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤　

ス
レ
ン
ダ
ラ
・
バ
ハ
デ
ュ
ル
・

タ
ム
カ
ラ
ル

　
　
　

←

正　

ス
レ
ン
ダ
ラ
・
バ
ハ
デ
ュ
ル
・

タ
ム
ラ
カ
ル

〔
問
い
合
わ
せ
〕
西
河
原
公
民
館

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■会場案内図


